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洪 自誡 (1501～ 1616)『 菜根薄』 (その3-28)
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(意訳)一歩を進めよ うとする時、一歩を退 くことを念頭においておけば、垣根に角を突っ

込んだ雄羊のよ うに進退が極まるような災難か らは、ほとん ど免れることができる。

また、何事かに手を着けよ うとする時、まずその事か ら手を引くことを考えておけば、

それでよ うや く、騎虎の勢いで突っ走って降 りれ られなくなるよ うな危険な状態か ら逃れ

ることができるであろ う。

(余 説)こ れは 「抵羊触 讐」 と 「騎虎之
｀
勇
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」「騎虎難
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計」か らきています。何事かを始

めることは易 くても、それを うまく納めるのは難 しいものです。 1937年 7月 か らの 日中

戦争や 1945年 か らの太平洋戦争がそのよい例です。軍部では、始めた戦をいかにして終

結 させ るのか とい う意見はほとん ど無視 されていたようです。国 。自治体や企業における

各種の事業や行事、また身辺 も事柄な どでも同 じ事が言えるのではないで しょうか。

(参考)周 易 。大壮の卦 「抵羊 藩 に触れて、退 くこと能わず。逐 くこと能わず」

(壮んであるのはよいことだが、その度を過ぎてはならない。進退が極まってしまう)
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   し易るを知る者はぃ箸霙 |けざることを怨む。権豪なるも自ら乞巧に甘んずるな り(
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も膏 梁 より旨しとし、布抱 も狐碁 より嬢 かな りとす。編民なるも王侯に譲 らざ

るなり。 後集 29

(意訳) もつと得たい と欲張る者は、黄金をもらっても玉ではなかつた と怨み、貴族であ

る公爵の位 を与えられても、領地を持つ諸侯にしてくれなかったと怨む。このような者は

大きな権力や財力を持 っていなが ら、自ら乞食根性 を丸出しにしている。

身の程を知って満足する者は、あかざの吸い物のような粗食でも上質の肉や穀物な どの

美食 よりも美味い と思い、粗末な布製の綿入れであってもギンギツネの毛皮よりも暖かい

と感 じる。その心は、一介の庶民であつても王侯貴族にも劣 らないものである。

(余 説)人 の欲望には限 りがあ りません。「もつと、もつ と」の欲望の中でも、権勢欲はな

かなか複雑でやっかいなようです。財でも名誉でも寿命でも、一応の域に達 した後は、己

の分際を知ることに心がけ、後は天にお任せするとい う姿勢を持ちたいものです。

また今 こそ、企業の商魂に踊 らされて心をいつ も貧乏状態にしていることなく、「大量

生産 。大量消費・ 短サイクル・大量廃棄」について見直 して、この限 りあるかけがえのな

い地球を大切にしてい くべき時ではないかと痛切に思います。
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(参 考) 荘子。内篇・逍遥遊 「鶴 鵜、森林に巣 くえども、一枝 に過ぎず。僅鼠、河に飲め

ども、満腹に過ぎず」    (鶴 り
鶴:ミ ソサザイ 候鼠:ド ブネズミ)

論語子零 「徹れたる組抱を衣、狐務 を衣た る者 と立ちて恥 ざる者 は其れ 由な るか」

(破れた綿入れを着ていても、革衣を着た貴人と並んで平然として恥 じたりしない者は

由君 ぐらいではないか)  由 :子 路 (孔子十暫 の 1人 )
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(意訳) 世俗を離れて静寂を好む人は、山中の流れ る雲や ものさびた石だけが玄妙な道に

通 じるものであると固執する。また、世俗の栄華を追い求める人は、妙なる調べやあでや

かな舞いを見なが ら飽きることを忘れ る。

ただ、真理に日覚めて悟 りの道に達 した人だけは、騒が しかろ うが静かだろ うが、世の

栄枯盛衰にも関わ りなく、身を置 くところのすべてが 自由自在で理想の天地 となる。

(余説) 何 ものにもとらわれない、悠々自適の境地 こそが理想の天地であると教えます。
あ い だ                                             さとらず

もつとも相 田みつおのことば 「一生燃焼 。一生感動・一生不悟」のとお り、悟 りに達する

ことは難 しいですが、物事に執着せずに清濁併せ呑むことはできそ うです。
「玄」については、老子 「現象の奥底にひそむ微妙な根源世界」の意味で、無名や道 と

共に老子の根本思想を表すことばです。

(参 考 ) 呂新吾。F申 吟語 「悟 とは吾が心な り。 よく吾が心を見れば、すなわちこれ真の悟

な り」 (巻 之二・内篇・問学)

吉田兼好 。徒然草 「賢げなる人も、人の上のみはか りて、おのれをば知 らざるな り。

我を知 らず して外を知 るといふ 理 あるべか らず。 されば、おのれを知るを、

物知れ る人 といふべ し」 (第 134段 )     (物 :道理・真理)
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常に短 く、淡 中の 趣 は独 り真 な りとい うことを。       後集 33   1

(意訳) ゆつた りとした風雅な気分は、濃い味の美酒を飲んでいるような豊かな生活から

は得 られず、豆の粥をすす り水を飲むよ うな貧 しい生活か ら得 られ るものである。

しみ じみ としたもののあわれを感 じられる心は、人間味を失つた枯れ木のような静寂の

生活中か らは生 じない。それは、笛を吹き琴を弾ずるような素朴な生活の中か ら生まれる

ものである。 これで明 らかなよ うに、濃厚な味わいや生活は長続きす るものではなく、素

朴で淡白な生活 こそが、微妙な真実を認識できるとい うことが分かる。

(余説) 人生における真実の味わいは、いかに した ら得 られ るのかです。薩摩には 「島津
じつしんこつ    てんぶく                                                  ごしゅぅ

日新公が、天吹、琵琶、柴笛 を奨励 した」 と伝 えられ、藩政時代は郷中教育の一環 として

武士の間で伝承 され、明治になつても荒田な どの学舎で奏 していたそ うです。
てんぶく

天吹 とは、コサン竹 (布袋竹)で 自作する 30革ンほどの縦笛で、まさに素朴で淡 白な音

色が特徴です。 このような古来か ら伝わるよ うな、淡 白な趣の真実の味わいを大切にして

守 り伝えたいものです。今 「天吹同好会」が結成 され、平成 2年 3月 には県指定無形文化

財の保持団体として認定されました。

(参 考)菜 根諄・後集 24「 濃艶の滋味は短 し。清淡なるこ

を悠 長 にす」
しゆく  すす

荀子。天論篇「君子、 寂 を啜 り水 を飲むは、愚に非 ざるな り。是れ節の然 るな り」

(王 と君子の開きは、偶然のめぐり合わせのせいである)
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と一分な らば、 自ずか ら一分

(ほ んの少 しで もあれ ば )


